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ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ
た
渡
良
瀬
遊
水
地
＝
６
月
５
日
撮
影

渡良瀬遊水地を登録
治
水
と
の
両
立
に
注
目

ク
タ
ー
ル
。

　　

鈴
木
俊
美
栃
木
市
長
の
話　

本

市
の
自
然
環
境
が
国
際
的
に
認
め

ら
れ
誇
り
に
思
う
と
同
時
に
、
将

来
に
わ
た
り
守
り
残
し
て
い
く
責

任
を
感
じ
て
い
る
。
一
方
、
渡
良

瀬
遊
水
地
の
本
来
の
目
的
は
治
水

に
あ
る
。
今
後
も
地
元
住
民
、
関

係
機
関
、
団
体
な
ど
と
連
携
し
、

治
水
と
環
境
保
全
に
力
を
注
ぎ
た

い
。
ま
た
遊
水
地
の
魅
力
を
生
か

し
地
域
活
性
化
や
観
光
振
興
に
取

り
組
む
。

　

福
田
富
一
知
事
の
話　

国
際
的

に
も
重
要
な
湿
地
と
し
て
認
め
ら

れ
た
こ
と
を
大
変
誇
り
に
感
じ

る
。
登
録
を
契
機
に
渡
良
瀬
遊
水

地
の
歴
史
と
素
晴
ら
し
い
自
然
を

広
く
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
県

内
関
係
市
町
と
共
同
で
記
念
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
た
い
。
今
後
と
も

豊
か
な
生
態
系
の
保
全
と
治
水
機

能
の
確
保
の
両
立
に
努
め
、
県
民

の
貴
重
な
財
産
と
し
て
未
来
に
継

承
し
て
い
き
た
い
。

将
来
へ
責
任
感
じ
る

　

国
際
的
に
重
要
な
湿
地
を
保
全
す

る
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
３
日
、
本
県

の
渡
良
瀬
遊
水
地
な
ど
日
本
の
９
カ

所
が
新
た
に
登
録
さ
れ
た
。
ス
イ
ス

に
あ
る
条
約
事
務
局
か
ら
環
境
省
に

連
絡
が
あ
っ
た
。
６
～
13
日
に
ル
ー

マ
ニ
ア
で
開
か
れ
る
締
約
国
会
議
で

登
録
認
定
証
が
授
与
さ
れ
る
。

　

栃
木
、
茨
城
、
群
馬
、
埼
玉
の
４

県
に
ま
た
が
る
渡
良
瀬
遊
水
地
は
渡

り
鳥
の
渡
来
地
で
、
ヨ
シ
が
自
生
し

て
い
る
。
台
風
や
大
雨
時
の
治
水
機

能
も
担
っ
て
お
り
、
環
境
保
全
と
の

両
立
が
注
目
さ
れ
そ
う
だ
。

　

新
規
登
録
は
渡
良
瀬
遊
水
地
の
ほ

か
、
広
島
県
の
宮
島
、
円
山
川
下
流

域
・
周
辺
水
田
（
兵
庫
県
）
な
ど
。

環
境
省
に
よ
る
と
、
今
回
の
新
規
登

録
で
日
本
の
登
録
湿
地
は
計
46
カ

所
、
合
計
面
積
は
13
万
７
９
６
８
ヘ

記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催

湿
地
保
全
・
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約


